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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ア
ナ
タ
の
・
・
・
ト
コ
ロ
に
も
・
・
・

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
７
５
４
Ｂ

【
作
者
名
】

　
セ
ラ
。

【
あ
ら
す
じ
】

　
ま
ず
、
こ
の
物
語
を
見
ら
れ
る
方
に
・
・
・
１
つ
だ
け
忠
告
し
て
お
き
ま
す
・

・
・
こ
の
話
を
見
る
事
は
別
に
構
い
ま
せ
ん
・
・
・
自
由
に
見
て
行
っ
て
下
さ

い
・
・
・
し
か
し
・
・
・
『
ア
ナ
タ
も
・
・
・
彼
ら
の
よ
う
に
・
・
・
抜
け
出

せ
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
・
・
・
？
』
そ
れ
で
も
、
ア
ナ
タ
は
こ
の
話

を
・
・
・
『
聞
き
ま
す
か
・
・
・
・
・
・
？
』
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プ
ロ
ロ
ー
グ

今
の
時
刻
は
、
１
１
時
過
ぎ
・
・
・

辺
り
は
、
漆
黒
の
闇
に
包
ま
れ
、
時
折
聞
こ
え
て
く
る
の
は
虫
の
鳴
き
声
だ
け
・

・
・

「
な
ぁ
・
・
・
本
当
に
行
く
の
か
？
」

「
当
た
り
前
だ
ろ
？
」

俺
の
名
前
は
、
藤
堂
　
海
。

Ａ
高
校
に
通
っ
て
い
る
、
１
７
歳
の
学
生
だ
。

今
、
俺
は
友
人
の
「
夏
と
い
え
ば
・
・
・
」
と
言
う
あ
り
き
た
り
な
提
案
で
、

廃
病
院
に
肝
試
し
に
来
て
い
る
・
・
・

「
そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
こ
の
病
院
の
経
営
者
っ
て
、
何
で
こ
ん
な
所
に
病
院

な
ん
て
建
て
た
ん
だ
？

こ
こ
じ
ゃ
、
す
ぐ
に
潰
れ
る
だ
ろ
・
・
・
」

「
・
・
・
確
か
に
な
・
・
・
」

今
、
俺
達
が
い
る
場
所
は
・
・
・
山
の
中
・
・
・
そ
れ
も
、
か
な
り
山
の
奥
の

方
に
入
っ
て
い
っ
た
所
だ
。
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病
院
が
あ
る
と
言
う
事
で
、
さ
す
が
に
道
は
舗
装
さ
れ
て
い
た
も
の
の
・
・
・

こ
ん
な
山
奥
に
患
者
が
や
っ
て
く
る
と
は
到
底
思
え
な
い
・
・
・

「
・
・
・
っ
て
、
こ
ん
な
所
で
病
院
眺
め
て
た
っ
て
始
ま
ら
な
い
し
、
さ
っ
さ

と
中
に
入
る
ぞ
」

「
え
・
・
・
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
・
・
・
」

俺
は
、
こ
の
時
こ
の
空
間
に
は
場
違
い
な
「
あ
る
違
和
感
」
を
感
じ
て
い
た
の

だ
が
・
・
・

友
人
が
、
も
う
病
院
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
て
い
た
為
、
話
を
切
り
出
せ
ず
に

病
院
の
中
に
入
っ
て
行
く
事
に
な
っ
た
・
・
・
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第
１
章
　
音
信
不
通
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
・
・
・
お
掛
け
に
な
っ
た
電
話
番
号
は
、
電
波
の
届
か
な
い
場
所
に
あ
る
か
、

電
源
が
・
・
・
』

「
・
・
・
あ
ー
っ
！
！
く
そ
っ
！
！
海
の
奴
何
や
っ
て
ん
だ
よ
！
！
」

俺
の
名
前
は
、
仁
戸
田
　
雅
彦
。

Ａ
高
校
に
通
っ
て
い
る
１
７
歳
の
学
生
だ
。

俺
と
、
藤
堂
　
海
は
高
校
の
同
級
生
で
、
普
段
か
ら
良
く
遊
ん
で
る
友
人
な
の

だ
が
・
・
・

そ
の
、
「
藤
堂
　
海
」
に
１
，
２
ヶ
月
程
前
か
ら
全
く
連
絡
が
付
か
な
く
な
っ

て
い
た
。

俺
が
最
後
に
海
と
話
し
た
の
は
・
・
・

夏
休
み
が
始
ま
る
前
日
・
・
・
終
業
式
の
日
の
事
だ
・
・
・
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そ
の
、
内
容
は
・
・
・

『
山
の
奥
に
あ
る
、
廃
病
院
に
肝
試
し
に
行
く
か
ら
、
一
緒
に
来
な
い
か
？
』

と
言
う
物
だ
っ
た
・
・
・

し
か
し
、
俺
は
そ
の
日
用
事
が
あ
っ
た
為
一
緒
に
行
く
事
は
出
来
無
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
次
の
日
か
ら
海
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
・
・
・

（
・
・
・
も
う
１
回
、
海
の
ア
パ
ー
ト
に
行
っ
て
み
る
か
）

今
は
、
夏
休
み
も
終
わ
り
普
通
に
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
今
日
は
日

曜
と
い
う
事
だ
っ
た
の
で
、
俺
は
海
の
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
に
行
く
事
に
し

た
。

�ち
な
み
に
、
海
は
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

俺
は
、
１
，
２
週
間
前
に
も
海
の
ア
パ
ー
ト
に
足
を
運
ん
だ
り
し
て
た
の
だ
が
・

・
・

結
局
、
海
の
姿
を
見
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
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「
ピ
ン
ポ
ー
ン
・
・
・
」

チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
て
み
る
が
、
そ
の
後
に
残
る
の
は
静
寂
だ
け
・
・
・

俺
は
、
無
駄
だ
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
ド
ア
に
手
を
掛
け
ノ
ブ
を
回
し
て
み

る
が
、
鍵
が
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
で
ド
ア
は
開
か
な
い
・
・
・

そ
の
時
、
ふ
い
に
横
か
ら
誰
か
に
話
し
掛
け
ら
れ
た
・
・
・

「
あ
ん
た
・
・
・
藤
堂
さ
ん
の
知
り
合
い
か
い
？
」

俺
が
横
に
視
線
を
ず
ら
す
と
、
そ
こ
に
は
６
０
代
前
後
に
見
え
る
お
じ
い
さ
ん

が
立
っ
て
、
こ
ち
ら
を
不
審
そ
う
に
見
て
い
た
・
・
・

「
あ
・
・
・
は
い
。
俺
、
藤
堂
の
友
達
の
仁
戸
田
っ
て
言
い
ま
す
。

随
分
前
か
ら
藤
堂
と
連
絡
が
付
か
な
い
ん
で
、
心
配
に
な
っ
て
来
て
み
た
ん
で

す
け
ど
・
・
・
い
な
い
み
た
い
で
・
・
・
」

「
う
ー
ん
・
・
・
藤
堂
さ
ん
な
ん
だ
け
ど
ね
～
・
・
・

７
，
８
月
分
の
家
賃
滞
納
し
て
て
、
こ
っ
ち
も
困
っ
て
る
ん
だ
よ
・
・
・
」

ど
う
や
ら
こ
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
こ
の
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
の
よ
う
だ
。

こ
の
大
家
さ
ん
の
言
い
方
だ
と
、
や
っ
ぱ
り
ア
パ
ー
ト
に
も
ず
っ
と
帰
っ
て
来

て
い
な
い
よ
う
だ
・
・
・
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「
あ
の
・
・
・
も
し
良
か
っ
た
ら
、
合
い
鍵
で
藤
堂
の
部
屋
ち
ょ
っ
と
開
け
て

貰
え
な
い
で
す
か
？

何
ヶ
月
も
連
絡
取
れ
な
く
て
、
さ
す
が
に
俺
も
心
配
な
ん
で
・
・
・
」

俺
が
そ
う
言
う
と
、
大
家
さ
ん
は
一
瞬
困
っ
た
様
な
顔
を
し
た
が
、
『
大
家
さ

ん
も
一
緒
に
部
屋
に
入
る
』
と
言
う
事
を
条
件
に
し
て
了
承
し
て
貰
え
た
。

大
家
さ
ん
が
、
鍵
を
取
っ
て
来
る
間
俺
は
海
の
ア
パ
ー
ト
の
前
で
一
人
佇
ん
で

い
た
の
だ
が
・
・
・

何
か
、
妙
な
音
が
聞
こ
え
て
き
た
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

そ
の
音
が
何
か
聞
き
取
る
事
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
音
が
出
て
来
た
場
所
は
分

か
っ
た
・
・
・

海
の
部
屋
か
ら
だ
・
・
・
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第
２
章
　
不
安
・
・
・

（
な
ん
だ
・
・
・
こ
の
音
・
・
・
）

俺
は
、
海
の
部
屋
の
ド
ア
に
耳
を
当
て
・
・
・

そ
の
音
の
正
体
を
探
ろ
う
と
し
た
の
だ
が
・
・
・
そ
れ
は
、
合
い
鍵
を
持
っ
て

来
た
大
家
さ
ん
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
・
・
・

「
・
・
・
そ
れ
じ
ゃ
、
開
け
る
よ
。
」

そ
う
言
っ
て
、
大
家
さ
ん
は
鍵
を
外
し
・
・
・
海
の
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
た
・
・

・し
か
し
、
そ
こ
に
は
海
の
姿
は
無
く
・
・
・
テ
レ
ビ
や
机
に
埃
が
溜
ま
っ
て
い

て
、
こ
の
部
屋
に
居
住
者
が
し
ば
ら
く
い
な
か
っ
た
事
を
表
し
て
い
る
だ
け
だ

っ
た
・
・
・

こ
こ
で
、
俺
は
さ
っ
き
聞
こ
え
て
い
た
音
が
何
処
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
か
調

べ
よ
う
と
し
た
の
だ
が
・
・
・

そ
の
音
は
、
俺
達
が
こ
の
部
屋
に
入
っ
て
来
た
瞬
間
に
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
為
・
・
・
結
局
何
だ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
・
・
・

「
う
～
ん
・
・
・
こ
の
様
子
だ
と
、
し
ば
ら
く
帰
っ
て
来
て
な
い
み
た
い
だ
ね
」

「
・
・
・
そ
う
で
す
ね
・
・
・
す
い
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
か
け
ま
し
た
・
・
・
そ
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れ
じ
ゃ
あ
、
俺
帰
り
ま
す
ん
で
・
・
・
」

そ
う
言
う
と
俺
は
、
ア
パ
ー
ト
を
後
に
し
た
・
・
・

（
・
・
・
家
に
も
帰
っ
て
な
い
し
・
・
・
電
話
も
繋
が
ら
な
い
・
・
・
・
・
・

も
し
か
し
た
ら
、
何
か
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
た
り
・
・
・
）

俺
は
、
自
分
の
家
に
帰
っ
て
か
ら
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
が
・
・
・
ベ
ッ
ド

で
寝
な
が
ら
考
え
て
た
せ
い
か
、
い
つ
の
間
に
か
寝
て
し
ま
い
・
・
・

目
が
覚
め
た
時
に
は
、
も
う
朝
に
な
っ
て
い
た
。

「
ふ
ぁ
ぁ
～
・
・
・
・
ぁ
・
・
・
」

俺
は
、
ま
だ
眠
た
い
体
を
無
理
や
り
起
こ
し
、
高
校
に
向
か
う
事
に
し
た
・
・
・

俺
は
、
教
室
に
入
る
と
す
ぐ
に
海
の
姿
を
探
し
た
が
、
海
が
い
る
訳
も
無
く
・
・

・
自
分
の
席
に
、
顔
を
突
っ
伏
し
て
座
っ
て
い
る
と
、
担
任
が
入
っ
て
来
た
の

か
出
席
確
認
を
始
め
て
い
た
。

「
う
～
ん
・
・
・
今
日
も
、
藤
堂
と
井
上
は
休
み
か
・
・
・
誰
か
、
あ
い
つ
ら

か
ら
休
み
の
理
由
聞
い
て
る
奴
い
な
い
か
？
」

（
・
・
・
藤
堂
と
・
・
・
「
井
上
」
・
・
・
？
）

俺
は
、
伏
せ
て
い
た
顔
を
上
げ
、
教
室
の
中
を
見
回
し
て
み
た
・
・
・
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す
る
と
、
確
か
に
海
の
場
所
意
外
に
も
空
い
て
い
る
席
が
１
つ
あ
る
・
・
・

そ
こ
で
、
俺
は
あ
る
事
に
気
付
い
た
・
・
・

い
や
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
の
が
お
か
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
・
・
・

海
が
俺
の
所
に
肝
試
し
を
誘
い
に
来
た
、
あ
の
時
・
・
・

海
の
横
に
・
・
・
「
誰
が
居
た
？
」

そ
う
・
・
・
海
の
横
に
は
確
か
に
井
上
が
居
た
・
・
・

お
そ
ら
く
、
井
上
も
肝
試
し
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・

俺
は
、
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
疑
問
が
解
け
始
め
る
の
を
感
じ
る
の
と
同
時

に
、
不
安
を
覚
え
た
・
・
・

海
と
井
上
は
、
あ
の
日
肝
試
し
に
行
っ
た
廃
病
院
で
「
何
か
」
あ
っ
た
ん
だ
・
・

・
だ
か
ら
、
一
緒
に
行
っ
た
井
上
も
学
校
に
来
て
な
い
・
・
・

俺
は
、
そ
の
「
何
か
」
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
大
体
の
予
想
は
付
く
・
・
・

海
達
は
無
事
で
は
無
い
・
・
・
い
や
。
も
し
か
し
た
ら
も
う
・
・
・

俺
が
、
そ
ん
な
最
悪
の
状
況
を
頭
の
中
に
え
が
い
て
い
る
と
・
・
・

ふ
い
に
、
携
帯
が
震
え
始
め
た
・
・
・
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俺
は
、
担
任
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
携
帯
を
取
り
出
し
、
画

面
を
見
て
み
る
と
・
・
・

「
メ
ー
ル
受
信
」

「
藤
堂
　
海
」

と
表
示
さ
れ
て
い
た
・
・
・
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第
３
章
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
・
・

「
っ
！
？
」

俺
は
、
そ
の
文
字
を
見
て
も
し
ば
ら
く
受
信
メ
ー
ル
を
見
る
事
が
出
来
ず
、
携

帯
を
片
手
に
固
ま
っ
て
い
た
・
・
・

こ
の
状
況
を
理
解
す
る
ま
で
に
し
ば
ら
く
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
為
だ
。

（
海
か
ら
・
・
・
！
？
）

俺
は
、
混
乱
す
る
頭
を
無
理
や
り
抑
え
、
海
か
ら
来
た
メ
ー
ル
を
開
い
て
み
た
・

・
・

す
る
と
そ
こ
に
は
、
タ
イ
ト
ル
と
本
文
は
無
く
・
・
・

何
故
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
だ
け
が
書
い
て
あ
っ
た
・
・
・

そ
れ
を
見
て
、
さ
ら
に
俺
は
混
乱
す
る
事
に
な
っ
た
が
・
・
・

俺
は
、
自
分
で
も
気
付
か
な
い
内
に
、
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
・
・

・俺
の
意
思
と
は
関
係
無
く
、
指
が
動
い
て
い
た
の
だ
・
・
・

受
信
メ
ー
ル
の
画
面
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画
面
へ
と
切
り
替
わ
り
・
・
・
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そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
た
。

（
・
・
・
？

・
・
・
・
・
・
な
ん
だ
こ
れ
？
）

携
帯
に
表
示
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
は
、
画
面
全
体
が
真
っ
白
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
っ

た
。

俺
は
、
不
思
議
に
思
い
な
が
ら
も
画
面
を
下
へ
と
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
て
い
る
と
・

・
・

ち
ょ
う
ど
、
画
面
の
中
央
辺
り
に
あ
る
数
字
が
書
か
れ
て
い
た
・
・
・

「
２
０
０
６
．
７
．
２
４
」

（
・
・
・
７
月
２
４
日
は
・
・
・
終
業
式
の
日
・
・
・
・
・
・

そ
し
て
、
海
達
が
肝
試
し
に
行
っ
た
日
・
・
・
）

俺
は
、
嫌
な
予
感
が
し
な
が
ら
も
そ
の
数
字
の
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
・
・
・

す
る
と
、
今
度
は
赤
い
背
景
に
黒
い
文
字
で
・
・
・

「
７
．
２
４
－
Ｐ
Ｍ
　
２
３
：
１
２
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
」
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日
付
け
と
共
に
、
何
か
小
説
の
様
な
文
章
が
一
面
に
表
示
さ
れ
て
い
た
・
・
・

「
・
・
・
お
～
い
？
仁
戸
田
？
次
の
授
業
、
体
育
だ
ぞ
？
着
替
え
な
く
て
良
い

の
か
？
」

俺
が
、
携
帯
の
画
面
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
の

奴
に
放
し
掛
け
ら
れ
た
為
、
意
識
が
現
実
に
戻
さ
れ
た
。

「
・
・
・
え
っ
？
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
・
・
・
今
か
ら
着
替
え
る
。

っ
て
、
あ
と
３
分
し
か
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
！
？
」

俺
は
、
急
い
で
着
替
え
て
授
業
に
向
か
っ
た
が
、
今
日
の
授
業
は
全
く
身
が
入

ら
な
か
っ
た
。

海
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
メ
ー
ル
と
謎
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
事
を
、
ず
っ
と
考
え

て
い
た
か
ら
だ
・
・
・

よ
う
や
く
、
学
校
も
終
わ
り
・
・
・
俺
は
、
急
い
で
家
に
帰
り
も
う
１
度
あ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
・
・
・

俺
は
、
昼
休
み
に
見
て
み
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
学
校
で
は
色
々
と

邪
魔
さ
れ
る
事
が
あ
る
為
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
事
に
し
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
休
み
時
間
に
海
に
メ
ー
ル
の
意
味
を
聞
こ
う
と
、
電
話
を
し
て
み

た
が
・
・
・
結
果
は
、
い
つ
も
と
同
じ
で
繋
が
る
事
は
無
か
っ
た
。

メ
ー
ル
も
、
送
っ
た
り
し
た
の
だ
が
返
信
は
ま
だ
返
っ
て
来
て
い
な
い
。

携
帯
の
画
面
に
、
ま
た
真
っ
白
な
画
面
が
映
し
出
さ
れ
る
・
・
・

俺
は
、
朝
と
同
じ
よ
う
に
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
さ
せ
、
も
う
１
つ
の
ペ
ー
ジ
へ

と
ジ
ャ
ン
プ
し
た
。

「
７
．
２
４
－
Ｐ
Ｍ
　
２
３
：
１
２
・
・
・
」

今
の
時
刻
は
、
１
１
時
過
ぎ
・
・
・

辺
り
は
、
漆
黒
の
闇
に
包
ま
れ
、
時
折
聞
こ
え
て
く
る
の
は
虫
の
鳴
き
声
だ
け
・

・
・

『
な
ぁ
・
・
・
本
当
に
行
く
の
か
？
』

『
当
た
り
前
だ
ろ
？
」

俺
の
名
前
は
、
藤
堂
　
海
。

Ａ
高
校
に
通
っ
て
い
る
、
１
７
歳
の
学
生
だ
。
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今
、
俺
は
友
人
の
「
夏
と
い
え
ば
・
・
・
」
と
言
う
あ
り
き
た
り
な
提
案
で
、

廃
病
院
に
肝
試
し
に
来
て
い
る
・
・
・

（
な
ん
だ
こ
れ
・
・
・
？

肝
試
し
？
廃
病
院
？
・
・
・
・
・
・

そ
れ
に
、
話
の
中
に
出
て
来
て
る
の
っ
て
、
海
の
事
だ
よ
な
・
・
・
）

俺
は
、
こ
の
疑
問
を
解
く
為
に
さ
ら
に
読
み
進
め
て
行
く
事
に
し
た
・
・
・
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第
４
章
　
廃
病
院
・
・
・

『
そ
れ
に
し
て
も
・
・
・
こ
の
病
院
の
経
営
者
っ
て
、
何
で
こ
ん
な
所
に
病
院

な
ん
て
建
て
た
ん
だ
？
こ
こ
じ
ゃ
、
す
ぐ
に
潰
れ
る
だ
ろ
・
・
・
』

『
・
・
・
確
か
に
な
・
・
・
』

今
、
俺
達
が
い
る
場
所
は
・
・
・
山
の
中
・
・
・
そ
れ
も
、
か
な
り
山
の
奥
の

方
に
入
っ
て
い
っ
た
所
だ
。

病
院
が
あ
る
と
言
う
事
で
、
さ
す
が
に
道
は
舗
装
さ
れ
て
い
た
も
の
の
・
・
・

こ
ん
な
山
奥
に
患
者
が
や
っ
て
く
る
と
は
到
底
思
え
な
い
・
・
・

『
・
・
・
っ
て
、
こ
ん
な
所
で
病
院
眺
め
て
た
っ
て
面
白
く
な
い
か
ら
、
さ
っ

さ
と
中
に
入
る
ぞ
』

『
・
・
・
あ
ぁ
・
・
・
・
・
・
』

俺
は
、
こ
の
時
こ
の
空
間
に
は
場
違
い
な
「
あ
る
違
和
感
」
を
感
じ
て
い
た
の

だ
が
・
・
・

井
上
が
、
も
う
病
院
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
て
い
た
為
、
話
を
切
り
出
せ
ず
に

病
院
の
中
に
入
っ
て
行
く
事
に
な
っ
た
・
・
・

俺
は
、
井
上
の
後
を
追
っ
て
病
院
の
中
に
入
っ
て
行
っ
た
の
だ
が
・
・
・
俺
は
、

そ
の
廃
病
院
の
中
を
見
て
、
さ
ら
に
別
の
違
和
感
が
出
て
来
た
・
・
・
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『
・
・
・
な
ぁ
？
井
上
？
こ
こ
っ
て
「
廃
病
院
』
な
ん
だ
よ
な
？
』

『
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
そ
の
は
ず
な
ん
だ
け
ど
・
・
・
』

こ
の
廃
病
院
の
中
は
驚
く
程
、
綺
麗
だ
っ
た
の
だ
・
・
・

整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
椅
子
・
・
・

ゴ
ミ
ど
こ
ろ
か
、
ほ
こ
り
一
つ
落
ち
て
い
な
い
床
・
・
・

受
付
は
今
に
も
、
看
護
婦
さ
ん
が
顔
を
出
し
て
き
そ
う
な
雰
囲
気
さ
え
あ
る
・
・

・そ
う
、
ま
る
で
昨
日
ま
で
人
が
い
た
病
院
か
ら
、
急
に
人
が
い
な
く
な
っ
た
か

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
・
・
・

『
・
・
・
確
か
、
こ
こ
随
分
前
に
経
営
不
振
か
何
か
で
、
つ
ぶ
れ
て
る
は
ず
な

ん
だ
け
ど
・
・
・
』

俺
達
は
、
疑
問
を
抱
き
な
が
ら
も
廃
病
院
の
中
を
見
て
回
る
事
に
し
た
・
・
・

病
室
・
・
・

手
術
室
・
・
・

霊
安
室
・
・
・

肝
試
し
で
行
く
で
あ
ろ
う
全
て
の
場
所
に
行
っ
た
が
・
・
・

中
が
綺
麗
だ
っ
た
為
か
、
そ
ん
な
に
恐
怖
心
は
出
な
か
っ
た
。

『
な
ん
か
、
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
な
～
』
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『
確
か
に
な
。
も
う
ち
ょ
っ
と
、
落
書
き
と
か
あ
れ
ば
雰
囲
気
出
る
ん
だ
ろ
～

け
ど
』

俺
達
が
、
そ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
・
・
・

俺
は
、
急
に
外
で
感
じ
て
い
た
違
和
感
の
事
を
思
い
出
し
、
井
上
に
話
し
て
み

る
事
に
し
た
・
・
・

『
あ
、
そ
う
だ
！
な
ぁ
、
井
上
？

今
、
こ
の
場
所
に
い
る
の
っ
て
俺
達
だ
け
な
ん
だ
よ
な
？
』

『
ん
？
ま
ぁ
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
。
他
に
も
誰
か
来
て
ん
の
か
？
』

『
い
や
。
何
か
、
外
に
自
転
車
と
か
バ
イ
ク
が
何
台
か
停
め
て
あ
っ
た
か
ら
さ
・

・
・

俺
達
意
外
に
も
誰
か
来
て
ん
の
か
な
・
・
・
っ
て
』

『
あ
～
。
じ
ゃ
あ
、
誰
か
先
約
い
る
の
か
も
な
～
。

・
�
・
・
っ
て
か
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
か
？
も
う
大
体
の
所
は
見
終
わ
っ
た
し
な
』

『
あ
ぁ
。
そ
う
だ
な
。
そ
れ
よ
り
、
井
上
？

お
前
、
帰
り
道
分
か
る
か
？
』

『
・
・
・
い
や
。
』

こ
の
、
廃
病
院
は
何
故
か
迷
路
の
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
た
為
、
俺
達
は
帰

り
道
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
が
・
・
・

歩
い
て
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
入
り
口
に
着
く
だ
ろ
。
と
言
う
事
で
、
俺
達
は
廃
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病
院
内
を
適
当
に
歩
き
始
め
た
・
・
・

あ
れ
か
ら
、
一
体
ど
れ
だ
け
時
間
が
経
っ
た
だ
ろ
う
・
・
・

俺
は
、
歩
き
過
ぎ
た
せ
い
か
段
々
、
足
の
裏
が
痛
く
な
っ
て
来
て
い
た
・
・
・

『
・
・
・
な
ぁ
？
俺
達
、
一
体
　
何
時
間
歩
い
て
ん
だ
？
』

『
・
・
・
多
分
、
最
低
で
も
１
，
２
時
間
は
歩
い
て
る
な
・
・
・
』

『
・
・
・
・
・
・
・
っ
て
、
こ
こ
っ
て
さ
っ
き
も
来
な
か
っ
た
か
？
』

『
・
・
・
あ
っ
。
・
・
・
確
か
に
・
・
・
さ
っ
き
も
こ
こ
通
っ
た
な
・
・
・
』

俺
は
、
井
上
の
そ
の
台
詞
で
完
全
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
事
を
理
解
し

た
・
・
・

『
は
ぁ
・
・
・
仕
方
な
い
か
。
と
り
あ
え
ず
、
こ
こ
に
何
か
目
印
に
な
る
用
な

物
を
置
い
て
行
っ
て
、
俺
達
が
ま
た
こ
の
場
所
に
来
る
の
か
ど
う
か
確
か
め
る

ぞ
。
話
は
そ
れ
か
ら
だ
。
』

『
そ
う
だ
な
・
・
・
』
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そ
う
言
う
と
、
井
上
は
自
分
が
着
て
い
た
シ
ャ
ツ
を
脱
い
で
、
床
に
無
造
作
に

置
い
た
。

ち
な
み
に
井
上
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上
に
半
そ
で
の
シ
ャ
ツ
を
重
ね
着
し
て
い
た

の
で
、
今
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
だ
け
だ
。

俺
達
は
、
ま
た
歩
き
始
め
た
・
・
・

し
か
し
、
２
，
３
０
分
程
歩
い
た
頃
・
・
・
井
上
が
脱
い
で
床
に
置
い
て
い
た
、

シ
ャ
ツ
が
目
に
入
っ
て
来
た
・
・
・

『
・
・
・
嘘
だ
ろ
・
・
・
？
』

『
・
・
・
・
・
・
・
』

俺
達
は
、
そ
の
事
実
に
落
胆
し
て
い
た
の
だ
が
・
・
・

俺
は
、
一
つ
お
か
し
な
事
に
気
付
い
た
・
・
・

井
上
は
、
シ
ャ
ツ
を
乱
雑
に
脱
ぎ
捨
て
る
。
と
い
う
感
じ
で
床
に
置
い
て
い
た

は
ず
な
の
だ
が
・
・
・

今
は
、
丁
寧
に
折
り
た
た
ま
れ
て
い
る
・
・
・

俺
は
、
気
が
付
く
と
い
つ
の
間
に
か
、
そ
の
シ
ャ
ツ
に
近
づ
い
て
い
た
の
だ
が
・

・
・
そ
こ
で
、
俺
は
こ
の
シ
ャ
ツ
に
近
づ
い
た
事
を
後
悔
す
る
事
に
な
っ
た
・
・

・『
・
・
・
い
、
井
上
・
・
・
』
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『
・
・
・
ん
？
な
ん
だ
・
・
・
』

『
ち
ょ
っ
と
、
こ
れ
見
て
く
れ
・
・
・
』

俺
は
、
そ
う
言
う
と
井
上
の
脱
ぎ
捨
て
た
シ
ャ
ツ
を
指
差
し
た
・
・
・

『
・
・
・
っ
！
？
』

『
・
・
・
・
・
・
・
な
ぁ
、
井
上
。
こ
れ
っ
て
、
ど
う
い
う
意
味
な
ん
だ
と
思

う
・
・
・
？
』

『
・
・
・
そ
の
ま
ま
だ
ろ
・
・
・
・
・
・
』

俺
達
が
驚
い
て
い
る
の
は
、
床
の
上
に
あ
る
井
上
の
白
い
生
地
の
シ
ャ
ツ
に
・
・

・赤
い
色
で
あ
る
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
・
・
・

そ
の
文
字
と
は
・
・
・

『
ニ
ゲ
ラ
レ
ナ
イ
ヨ
』

と
い
う
物
だ
っ
た
・
・
・
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終
章
　
『
ず
る
い
よ
な
・
・
・
』

・
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
っ
て
、
こ
こ
で
終
わ
り
か
・
・
・
？

俺
が
知
り
た
い
の
は
、
こ
の
後
の
事
な
ん
だ
よ
・
・
・
！
！
」

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
た
話
は
、
こ
こ
で
途
切
れ
て
い
た
為
、
続

き
を
読
む
事
は
出
来
な
か
っ
た
・
・
・

「
・
・
・
く
そ
っ
！
！
・
・
・
・
・
・
！
？
」

俺
が
、
携
帯
を
怒
り
に
任
せ
て
投
げ
よ
う
と
し
た
時
、
ふ
い
に
電
話
を
告
げ
る

着
信
音
が
部
屋
の
中
に
鳴
り
響
い
た
・
・
・

俺
は
、
振
り
上
げ
た
手
を
下
ろ
し
、
携
帯
の
画
面
を
見
て
み
る
と
・
・
・

着
信
・
・
・
藤
堂
海
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。

俺
は
、
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が
ら
、
受
話
ボ
タ
ン
を
押
し
・
・
・
携
帯
を

耳
に
持
っ
て
行
っ
た
。

「
も
、
も
し
も
し
・
・
・
？
海
か
・
・
・
？
」

『
あ
ぁ
・
・
・
今
、
お
前
の
家
の
前
に
い
る
・
・
・
・
・
・

・
・
・
玄
関
の
ド
ア
あ
け
て
く
れ
な
い
か
・
・
・
？
』
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「
・
・
・
あ
ぁ
。
今
、
行
く
・
・
・
」

俺
は
、
携
帯
を
持
っ
た
ま
ま
玄
関
に
向
か
お
う
と
し
た
の
だ
が
・
・
・

お
か
し
な
事
に
気
付
い
た
…

今
、
玄
関
に
は
鍵
は
掛
か
っ
て
い
な
い
・
・
・

そ
れ
に
、
な
ん
で
チ
ャ
イ
ム
じ
ゃ
な
く
て
電
話
な
ん
だ
・
・
・
？

（
・
・
・
・
・
・
）

「
・
・
・
・
・
・
そ
う
い
え
ば
玄
関
の
鍵
開
い
て
る
か
ら
勝
手
に
入
っ
て
き
て

良
い
ぞ
・
・
・
？
」

『
・
・
・
・
・
・
出
来
無
い
・
・
・
・
・
・
』

「
・
・
・
出
来
無
い
？
」

『
・
・
・
・
・
・
あ
ぁ
・
・
・
両
足
が
無
い
か
ら
な
・
・
・
・
・
・
・
・
・
』
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俺
は
携
帯
を
耳
に
押
し
当
て
た
ま
ま
・
・
・

部
屋
の
中
に
一
人
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・

（
・
・
今
、
海
は
何
を
言
っ
た
ん
だ
・
・
・
・
・
・
？
）

俺
の
、
頭
は
「
さ
っ
き
の
海
の
言
葉
」
を
理
解
し
よ
う
と
は
し
な
い
・
・
・

「
・
・
・
カ
・
・
チ
ャ
・
・
・
」

「
・
・
・
っ
！
？
」

俺
が
、
部
屋
で
立
ち
尽
く
し
て
い
る
と
・
・
・

ふ
い
に
玄
関
の
ド
ア
が
開
く
音
が
聞
こ
え
て
き
た
・
・
・

『
・
・
・
今
か
ら
・
・
・

そ
っ
ち
に
行
く
よ
・
・
・
・
・
・
』

ド
ア
が
開
く
音
が
し
た
後
、
す
ぐ
に
・
・
・

ま
た
、
携
帯
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
き
た
・
・
・
・
・
・

ズ
ル
・
・
・
ズ
ル
・
・
・
・
・
・
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ズ
ル
・
・
・
ズ
ル
・
・
・
・
・
・

『
・
・
・
な
ぁ
・
・
・
・
・
・

や
っ
ぱ
り
・
・
・
ず
る
い
よ
な
・
・
・
・
・
・
』

今
、
俺
は
声
を
出
す
事
が
出
来
な
い
程
・
・
・

頭
の
中
を
「
あ
る
感
情
」
に
支
配
さ
れ
て
い
る
・
・
・

「
恐
怖
」

言
葉
に
す
れ
ば
、
た
っ
た
２
つ
の
文
字
・
・
・

し
か
し
、
そ
れ
は
時
と
し
て
人
間
の
全
て
の
機
能
を
停
止
さ
せ
る
・
・
・

（
何
も
、
考
え
れ
な
い
・
・
・
）

（
考
え
る
事
が
出
来
な
い
・
・
・
）

（
い
や
・
・
・
何
も
考
え
た
く
な
い
ん
だ
・
・
・
）

ズ
ル
・
・
・
ズ
ル
・
・
・
・
・
・

段
々
、
「
何
か
」
が
這
っ
て
く
る
音
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
・
・
・
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（
・
・
・
大
き
く
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
・
・
・
・
・
）

（
俺
の
部
屋
に
近
づ
い
て
き
て
る
ん
だ
・
・
・
）

『
・
・
・
ず
る
い
よ
な
・
・
・
・
・
・

俺
達
だ
け
・
・
・
・
・
・
こ
ん
な
目
に
あ
っ
て
る
な
ん
て
さ
・
・
・
・
・
・
』

相
変
わ
ら
ず
携
帯
か
ら
は
、
声
が
聞
こ
え
て
く
る
・
・
・

『
・
・
・
・
・
・
・
お
前
だ
け
・
・
・
助
か
っ
て
る
な
ん
て
・
・
・
・
・
・

ず
る
い
よ
な
！
！
』

恐
怖
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
俺
は
・
・
・

そ
の
場
に
倒
れ
る
よ
う
に
意
識
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
う
、
う
ぅ
・
・
・
あ
れ
っ
・
・
・
？
こ
こ
は
・
・
・
」
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俺
が
目
を
覚
ま
す
と
、
そ
こ
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
だ
っ
た
。

他
に
、
患
者
が
い
な
い
所
を
見
る
と
個
室
ら
し
い
・
・
・

「
コ
ン
コ
ン
・
・
・
」

俺
が
こ
の
状
況
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
、
ふ
い
に
ド
ア
が
ノ
ッ
ク
さ
れ
た
。

「
あ
、
は
い
。
ど
う
ぞ
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
カ
・
・
チ
ャ
・
・
・
・
・
・
・
」

ド
ア
が
ゆ
っ
く
り
と
開
け
ら
れ
る
・
・
・
・
・
・

「
っ
！
？
」

『
・
・
・
・
・
・
ず
る
い
よ
な
・
・
・
・
・
・
・
・
お
前
だ
け
・
・
・
助
か
る

な
ん
て
さ
・
・
・

お
前
も
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
連
れ
て
行
っ
て
や
る
よ
！
！
！
！
！
！
』
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「
・
・
・
あ
れ
っ
？
仁
戸
田
さ
ん
？
」

「
お
い
。
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

「
あ
っ
。
先
生
？

そ
ろ
そ
ろ
、
検
診
の
時
間
だ
っ
た
ん
で
病
室
に
来
た
ん
で
す
け
ど
・
・
・

仁
戸
田
さ
ん
が
い
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
・
・
・
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

『
・
・
・
・
・
・
・
ふ
ふ
ふ
・
・
・

・
�
・
・
そ
こ
の
、
君
も
・
・
・
ず
る
い
よ
ね
・
・
・
・
・
・
？
』

『
・
・
・
・
見
て
る
だ
け
な
ん
て
・
・
・
ず
る
い
よ
ね
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
今
か
ら
、
君
の
所
に
も
行
く
よ
・
・
・
・
・
・
』
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終
章
　
『
ず
る
い
よ
な
・
・
・
』
（
後
書
き
）

ど
も
♪

作
者
の
セ
ラ
。
で
す
♪

今
回
の
は
、
あ
え
て
「
謎
」
の
部
分
を
多
く
残
し
て
完
結
さ
せ
ま
し
た
。

っ
て
言
う
の
も
・
・
・

今
回
の
は
、
途
中
で
仁
戸
田
の
目
線
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

次
の
話
は
、
番
外
編
み
た
い
な
物
で
・
・
・

今
回
の
話
を
全
部
「
海
」
目
線
で
書
い
て
み
よ
う
と
思
っ
て
ま
し
て
・
・
・

そ
の
、
話
の
中
で
今
回
分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
を
解
き
明
か
し
て
行
こ
う
か
な
。

な
ん
て
考
え
て
ま
す
（
笑
）

良
か
っ
た
ら
、
そ
っ
ち
の
方
も
読
ん
で
頂
け
る
と
、
作
者
が
泣
き
叫
ん
で
喜
び

ま
す
♪
（
笑
）
↓
危
？
（
苦
笑
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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